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都市ガス＋電気代が年間で 12,189円の節約︕

80

光熱費

※日本ガス石油機器工業会シミュレーションによる試算
　東京都に在住の４人家族の場合の例です。
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上記条件以外の試算はコチラ

約

暖房
26.3％

給湯
28.7％

冷房
2.4％

2021 年度
29,913MJ/
世帯

ちゅう房
9.7％

出典︓「エネルギー白書 2023」（資源エネルギー庁）

機種

動力・
照明他
32.9％
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（約 50～80℃）（約 200℃）



　エコジョーズから排出されるドレン排水は、下水道法上の雨水以外にあたるため、原則汚水系統の排
水設備に排出する必要があります。しかし、ドレン排水は燃焼由来であり、排出量が微量であること及
び水質を一定に保つ機構を有し、その性能が担保されることが確認されていることから、平成 24 年に国
土交通省からドレン水の取扱いに関するガイドラインがだされ、ドレン排水を雨水と同様に取り扱う判
断も可能であるとの見解が示されました。
　一方、令和５年６月政府の地球温暖化対策推進本部により地球温暖化対策計画の進捗状況が公表され
ましたが、高効率給湯器の導入における潜熱回収型給湯器の普及は 2030 年度目標水準を下回っている
状況にあります。
　目標達成に向けては、特に既存集合住宅等への潜熱回収型給湯器の普及が求められていることから、
潜熱回収型ガス給湯器等から発生するドレン排水の取扱いについて、平成 24 年通知を参考として改め
て検討されたい旨、令和６年１月 25 日付で各都道府県ならびに各政令指定都市に向けて「潜熱回収型
ガス給湯器等ドレン排水の取扱いについて（国水下企第 72 号）」が通知されました。
　エコジョーズの設置の際には、ドレン排水の取扱いについて当該自治体に確認してください。

ドレン排水の取扱いについて
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メーターボックス

ユニットバス

ポンプによる
強制排水です

内蔵ポンプ

ドレン
タンク

一次熱交換器

二次熱交換器

居室

廊下

ドレン配管

ドレンタンクが
いっぱいになると
内蔵ポンプを用いて
自動的に排水

三本管方式

三本管方式のしくみ

　三本管方式は、給湯器から浴槽の循環アダプターまでの追いだき管を利用して、給湯器のポンプで浴室の
防水パンに直接ドレン水を排水する方式です。既存の２本の追いだき管（戻り管と往き管）を撤去し、追い
だきの２本の管にドレン排水管を足した３本のトリプルチューブという新しい追いだき管を浴室まで配管し
なおします。３本の内の２本は今まで通り循環アダプターに接続し、残り１本を排水管として使用します。 
　ドレンアップ対応給湯器に内蔵されたドレンタンクにドレン排水が溜まると、自動でドレン排水ポンプが 
作動し、ドレン配管やふろ配管を通して浴室の排水口にドレン排水を排出します。 
　配管経路の床の解体を伴わないリフォームの場合は、建物によって追いだき配管がどのように浴室まで配管
されているかわからないので、必ず現地調査を行い、施工が可能であるかどうかを判断する必要があります。



ドレン排水管

トリプルチューブ
ユニットバス貫通継手

ドレン排水
接続部材 浴室排水口

循環金具

三本管方式のポイント

三本管方式の施工イメージ

三本管方式

ことが必要
ことが必要



ドレン排水の流れ

追いだき配管を
利用して
ドレンを排水

切替弁

浴　槽

循環金具

ふろ
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ふろ
往きドレン排水切替ユニット

（三方弁ユニット）
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循環金具

行き

給湯器へ

浴室排水口三方弁ユニット

リモコン

リモコン線

三方弁方式のポイント

器

設置スペースを確認



ドレン配管ドレン配管

ドレン
専用排水管
ドレン
専用排水管

間接排水で
トラップを
設ける

間接排水で
トラップを
設ける

ドレン排水部材ドレン排水部材

ドレン配管ドレン配管

側溝側溝

ドレン排水配管方式

ドレン排水部材の例
（ドレン排水ガイド）



ドレン排水部材ドレン排水部材

ドレン配管ドレン配管

側溝側溝

ドレン配管ドレン配管

ドレン
専用排水管
ドレン
専用排水管

間接排水で
トラップを設ける
間接排水で
トラップを設ける

あるいは雨水側溝までの
ガイド等の排水部材の設置

近くのドレン専用排水管や
雨水排水管との接続

共用廊下側設置の場合︓雨水排水系統に排水する方法（例）
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３．基本的な考え方及び留意事項
（1）基本的な考え方
　ドレン排水については生活に起因する排水であることから、下水道法第 2 条により「汚水」に分類され、汚水系統の排水設備に排
出する取り扱いになると認識される。しかし、潜熱回収型ガス給湯器の普及は地球温暖化対策に寄与すること、「２．潜熱回収型ガ
ス給湯器とドレン排水の性状」に示すとおり、ドレン排水は燃焼由来であり、排出量が微量であること及び水質を一定に保つ機構を
有し、その性能が担保されることが確認されていることから、各自治体が公共下水道の整備状況（分・合流式等整備手法を含む）及
び地域の公共用水域への影響等を勘案しつつ、ドレン排水を “雨水と同様の取扱い” とし、必ずしも汚水系統の排水設備へ排出する
必要がないと取り扱う判断も可能である。
　いずれにしても、ドレン排水の排出先及び排出方法などの取扱いについては、本取扱いを参考に、各自治体が自らの判断により消
費者や事業者からの問い合わせに対し統一的な対応を行うこととし、かつ、広く一般に周知することが望ましい。

　潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排水の取扱いについては、平成 24 年３月 29 日付け国水下企第 106 号「潜熱回収型ガス給湯器等
ドレン排水の取扱いについて」（以下、平成 24 年通知。別紙参照）にて通知したところである※1。
　令和５年６月３０日に政府の地球温暖化対策推進本部により地球温暖化対策計画の進捗状況が公表されたところであるが、高効率
給湯器の導入における潜熱回収型給湯器の普及は 2030 年度目標水準を下回っている状況にある※2。
　目標達成に向けては、特に既存集合住宅等への潜熱回収型給湯器の普及が求められていることから、潜熱回収型ガス給湯器等から
発生するドレン排水の取扱いについては、平成 24 年通知を参考として改めて検討されたい。
　また、各都道府県におかれては、貴管内市町村（政令指定都市を除く。）にもこの旨周知されたい。
※１　平成 24 年通知「潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排水の取扱いについて」は、国土交通省ウェブページにて公表しております。
　　　URL : http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo13_hh_000157.html
※２　政府の「地球温暖化対策計画」の進捗情況（p224-226）
　　　URL : https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/2021/2021_sinchoku.pdf

【国土交通省「潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排水の取扱いについて」（国水下企第 72 号 令和 6 年１月 25 日）】

30

※取扱いについては、必要な要件などを必ず事前に当該自治体下水道部門等にお問い合わせください。

日本の家庭に高効率ガス給湯・暖房機等の普及を図り、同時に
植樹活動の支援を行う環境貢献活動です。

　ベターリビングでは、2006 年「ガスで森をつくる」をキャッチフレーズに高効率型ガス給湯・暖房機等の普及にあわせて、
「ブルー＆グリーンプロジェクト」としてベトナムで植樹活動を開始しました。2014 年からは、東日本大震災で失われた
岩手県陸前高田市の名勝︓高田松原の再生活動を開始しました。プロジェクト開始から 2023 年 3 月までに対象機器※

約 1,190 万台の普及と植樹を約 2,200ha の森林づくりに貢献しました。
※対象機器︓エコウィル（2017 年 9 月 30 日製造・生産終了）も含む

家庭の CO2排出を削減する省エネ型ガス給湯・暖房機が
ブルー＆グリーンプロジェクトを支えています。 主催︓一般財団法人ベターリビング

共催︓日本ガス体エネルギー普及促進協議会
協賛︓一般社団法人リビングアメニティ協会
　　　ウィズガス CLUB


